
■ ２０１１年３月２日 ＪＳＴ中国総合研究センター 国際シンポジウム

中国と日本の新しい競争・協調関係中国と日本の新しい競争・協調関係

～モノづくりの現場から～～モノづくりの現場から～～モノづくりの現場から～～モノづくりの現場から～

日産自動車株式会社

車両生産技術本部 新車生産技術部車両生産技術本部 新車生産技術部

執行役員 木村昌平
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執行役員 木村昌平



■ 自動車開発・生産の特徴

■ 自動車は、2～3万点の部品から構成され、部品・
システムの高度なインテグレーションが必要な製品である。
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■ クルマの 60 ～70% の部品はサプライヤによって作られる。

すり合わせ型（インテグラル）
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■ 世界各国の人口

ロシア 1.4

フランス 0.6
米国 3.0

英国 0.6
2010年(1月～12月)
全自動車ﾒｰｶｰ販売台数

中国：1,806万台
米国 1 158万台

日本 1.2

中国 13.0トルコ 0.7

メキシコ 10
パキスタン 1.6

米国 3.0
米国：1,158万台
日本： 495万台

イラン 0.7

ｲﾝﾄﾞ 12.0 ベトナム 0.8

メキシコ 1.0

フィリピン 0.8

エジプト0.7

タイ 06

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 1.8

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 2.2
タイ 0.6

南アフリカ 0.4

単位:億人

NISSANまたは
RENULTの車両工場
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BRICs, VISTA, Next Eleven・・・・
自動車情報ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ MarkLines より

RENULTの車両工場



■ 生産のグローバル化
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■ 新興国市場の急激な拡大

■ 中国での販売台数 （千台）■ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ販売台数 （千台）

2010年1月 12月 中国全体需要 1 806万台

756
+3.0%3,5153,411

グローバル

対前年同期比

2010年1月～12月 中国全体需要 1,806万台

2010年1月～12月 当社販売台数 102万台（東風ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ含む）

+2.9%
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予想09年度08年度

2009年度 決算報告 より



■ 自動車生産の特徴と変質

■ 自動車は進歩する技術の入れ物、総合技術の結集
ｲﾝﾃｸﾞﾚ ﾄ すり合わせ技術 ｻﾌﾟﾗｲﾔ との協業～ｲﾝﾃｸ ﾚｰﾄ、すり合わせ技術、ｻﾌﾗｲﾔｰとの協業

■ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾋﾟｰﾄﾞと地域ニーズの多様性
～ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｶｰの同時生産、ﾕﾆｰｸﾓﾃﾞﾙ （ｶﾞﾗﾊﾟｺﾞｽ化）

■ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙに拡大する開発・生産■ ｸ ﾛ ﾊ ﾙに拡大する開発 生産
～新たな市場への急激な拡大と現地化
～日本のモノ造り再構築 （日本の役割？）

■ 環境技術と安全技術の熾烈な競争
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■ 環境技術と安全技術の熾烈な競争



■ グローバル展開のステップ

現行車のノックダウン(KD)生産

部品の国産化部品の国産化

グローバルカーの生産

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾓﾃﾞﾙ （海外マザー） ﾕﾆｰｸﾓﾃﾞﾙ （現地開発・生産）
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現地専用モデルの現地開発、生産



■ グローバルカーの開発・生産

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ生産・販売前提のｺﾝｶﾚﾝﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ同時試作による すり合わせ、良品条件決定

ﾏｻﾞｰ

Delay  Term ﾐﾆﾏﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
同時開発

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
同時試作

新型 サニー （中国名：陽光）

ﾏｻ ｰ

企画

ﾌｧｰｻﾞｰ

転写転写

良品条件 コピー・再現
ﾃﾞｻﾞｲﾝ

開発

ﾁｬｲﾙﾄﾞ

開発

生産技術

SCMSCM

試作

実験
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実験



■ 日本のチャレンジ

生
： 日本 今後生
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： 日本

： 海外拠点
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T 海外拠点との差は
小さくな て来ている小さくなって来ている

追いつかれる前に
新しいチャレンジで

生産力をアップ生産力をアップ
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時間



■ グローバル化における日本の役割

高い
日本ﾏｻﾞｰ
発信技術

関連会社

ｸﾞ ﾞ 性

技
術
の
新
規

高

汎用技術化

集中蓄積 (Core)

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ性

拡大蓄積 (Web)

性高い

集中蓄積 (Core)拡大蓄積 (Web)

再ブレークスルー 徹底した競争、改革
双方向

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

ブレークスルー加速的改善

拡大蓄積型 集中蓄積型
ノウハウのインテグレート

パッケージで移植

現地自立・改善力育成
インターナルベンチマーク
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拡大消耗型
日本からの支援⇒限界



■

ご清聴ありがとうございました。清聴 ざ し 。
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